
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

沖縄県立首里東高等学 学校だより 第１号 

 

令和８年４月２１日(火) 

発行者 校長 永吉 和紀  

    令和８年度 校長あいさつ    

令和８年度がスタートしました。今年度 4月より八重山高校より校長として赴任してまいりまし

た永吉和紀と申します。生徒たちが安心安全で充実した高校生活を過ごせるよう学校経営に取り組

んでいきたいと思います。 

昨年度は生徒たちの頑張りとして、40期生の進路実績は、琉球大学に６名をはじめ、私立大学に

も多数の合格者を輩出し、多くの生徒が進路を決定して卒業することができました。また、部活動に

おいても、ボーリング、卓球の個人種目で九州大会や全国大会へ出場、さらには、合同オーケストラ

の一員として全国高文祭へ派遣されるなど、素晴らしい活躍を見せてくれました。 

今年度も、生徒一人ひとりの持つ可能性を引き出し、社会で活躍できる人材を育成するために、教

職員一丸となって、取り組んでまいります。引き続き、本校の教育活動に対する皆様方のご理解とご

協力を賜りますよう、お願い申し上げます。共に、実り多き一年を築いていきましょう！ 

4月 7日（火）、第 4３回入学式が執り行われました。真新

しい制服に身を包んだ初々しい新入生たちが、希望に満ちた

表情で式典に臨みました。 

校長式辞では、新入生の皆さんへ「日々の学校生活で、仲間

と一緒に話し合い、信頼と友情を育み、思いやりの心を持つこ

と」、「日々の生活の中で、小さな目標を定めて達成し、将来の

ために前進すること」「高校時代に培った挑戦する志は人生の

財産になること」をお祝いの言葉を贈りました。続く祝辞では

PTA会長より、様々なことに挑戦すること、勉強や部活に取

り組むと同時に地域のイベントやボランティアなど様々な人

と関わる経験によって視野を広げて欲しいという温かいメッ

セージが贈られました。新入生を代表としてあいさつに立っ

た高良丞さんは、高校生活への期待を胸に「知・徳・体の調和

のとれた生きる力を意識し、勉強や部活動に積極的に取組ん

でいきたい」と力強い言葉で決意を表明してくれました。生徒

会長の又吉椿アリーヤさんからは 

目標を持ち 1日１日を大切 

に過ごし、卒業するとき 

「首里東高校でよかった」 

と思えるような毎日を過ご 

していきましょう。と歓迎 

の言葉が贈られました。 

本年度、私（校長）をはじめ新

たに譜久村教頭他、18 名の先生

方が本校に赴任しました。就任式

では、各先生方から、生徒の皆さ

んとの出会いを心待ちにしてい

るという、温かいメッセージが述

べられました。 

続いて行われた始業式では、今

年度生徒みなさんに意識してほ

しい「自分で考え、選び、行動す

る」という姿勢（主体性）につい

てお話しました。また、2年生に

は特に「自分たちが学校をより良

くする」という意識（当事者性）、

3年生には「目標実現に向けて努

力を積み重ねる」意識を 1年間継

続できるようお願いしました。 

新しく迎えられた先生方と共

に、生徒一人ひとりが新たな目標

に向かって邁進する、充実した一

年となることを期待しています。 

 


